
区
長
は
「
将
来
に
わ
た
り
国
民
の
命
と
平
和
な
暮
ら

し
を
守
り
抜
く
た
め
、
必
要
最
小
限
の
自
衛
の
措
置
」

「
憲
法
と
整
合
性
が
保
た
れ
て
い
る
」
「
国
の
責
任
で

決
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
」
と
、
「
戦
争
法
案
」
の

成
立
に
理
解
を
示
し
ま
し
た
。

くらしや区政のご相談
お気軽にお電話ください
３５５１－６８２０（事務所）

３５３３－０５８３（自宅）

こんにちは

加藤ひろし
です
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日本共産党中央区議団ニュース

６
月
19
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
第
２
回
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
22
日
に
は
、
日
本
共
産

党
区
議
団
を
代
表
し
て
奥
村
あ
き
子
議
員
が

一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

「
戦
争
法
案
」
に
理
解
を
示
す
区
長

安
倍
政
権
は
、
日
本
を
ア
メ
リ
カ
と
一
緒

に
戦
争
す
る
国
に
つ
く
り
変
え
て
し
ま
う

「
安
保
関
連
法
案
（
国
際
平
和
支
援
法
、
平

和
安
全
法
制
整
備
法
）
」
今
国
会
に
提
出
し

ま
し
た
。

奥
村
議
員
は
、
ア
メ
リ
カ
が
起
こ
し
た
戦

争
に
世
界
の
ど
こ
で
も
自
衛
隊
が
参
加
し
、

こ
れ
ま
で
違
憲
と
し
て
き
た
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
ま
で
憲
法
解
釈
を
変
え
て
認
め
よ
う

と
い
う
「
戦
争
法
案
」
に
、
反
対
の
声
が
日

増
し
に
強
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、

「
安
保
関
連
法
案
」
に
つ
い
て
の
区
長
の
認

識
を
問
い
、
「
戦
争
法
案
」
に
反
対
す
る
こ

と
を
も
と
め
ま
し
た
。

「戦争法案」にも、
オスプレイ横田基地配備にも理解を示す区長

質問をする奥村あき子議員

しんぶん赤旗7月5日号より

驚
く
べ
き
区
長
答
弁

奥
村
議
員
が
「
日
本
が
攻
め
ら
れ
た
場
合
は
『
個

別
的
自
衛
権
』
。
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
『
集
団
的

自
衛
権
』
は
、
日
本
が
攻
め
ら
れ
て
い
な
く
て
も
ア

メ
リ
カ
が
起
こ
す
戦
争
に
日
本
が
参
加
す
る
も
の
。

自
民
党
の
元
幹
部
や
多
く
の
憲
法
学
者
が
『
憲
法
違

反
』
と
指
摘
し
て
い
る
」
な
ど
、
「
戦
争
法
案
」
の

問
題
点
や
危
険
性
を
指
摘
し
再
答
弁
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
区
長
は
「
憲
法
は
残
っ
た
け
れ
ど
、
国
が
滅
び

た
の
で
は
い
け
な
い
」
と
憲
法
軽
視
の
答
弁
を
し
ま

し
た
。



横
田
基
地
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に
も

理
解
を
示
す
区
長

ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
５
月
11
日
、
事
故
が
相
次
ぐ

空
軍
の
垂
直
離
着
陸
輸
送
機
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
を
、

２
０
１
７
年
以
降
、
横
田
基
地
に
新
た
に
配
備
す
る

方
針
を
、
日
本
政
府
に
通
報
し
ま
し
た
。
沖
縄
県
以

外
で
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
は
初
め
て
で
す
。
そ
の
直

後
の
17
日
に
は
ハ
ワ
イ
・
オ
ア
フ
島
で
、
ま
た
も
墜

落
事
故
が
起
き
ま
し
た
。

奥
村
議
員
は
「
特
殊
訓
練
に
使
わ
れ
る
Ｃ
Ｖ
22
オ

ス
プ
レ
イ
の
配
備
は
、
降
下
訓
練
や
低
空
飛
行
、
夜

間
訓
練
な
ど
危
険
度
の
高
い
訓
練
・
飛
行
を
、
首
都

圏
を
は
じ
め
全
国
に
広
げ
る
も
の
」
と
指
摘
し
、
国

民
の
命
や
安
全
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
の
言
い
分
や
都
合

を
優
先
さ
せ
る
日
本
政
府
の
姿
勢
を
批
判
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
政
府
の
姿
勢
に
、
周
辺
自
治
体
や
地
域

の
住
民
か
ら
驚
き
と
怒
り
の
声
が
出
さ
れ
、
安
全
性

な
ど
の
説
明
を
求
め
る
声
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
、
「
た
だ
ち
に
配
備
計
画
を
撤
回
す
べ
き
で

は
な
い
か
」
と
区
長
の
見
解
を
問
い
ま
し
た
。

区
長
は
「
オ
ス
プ
レ
イ
は
日
米
同
盟
に
よ
る
抑
止

力
・
対
処
力
の
向
上
や
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
安

定
に
資
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
人
道
支
援
や
災

害
救
援
活
動
に
役
立
つ
も
の
と
国
が
判
断
し
、
配
備

す
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

※
奥
村
議
員
の
全
質
問
は
区
議
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
音
声
に
て

お
聞
き
い
た
だ
け
ま
す
。

奥
村
あ
き
子
議
員
の
質
問
項
目

一
．
安
全
保
障
関
連
法
案
に
つ
い
て

二
．
オ
ス
プ
レ
イ
横
田
基
地
配
備
に
つ

い
て

三
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

四
．
有
料
化
さ
れ
た
区
立
駐
輪
場
に
つ

い
て

五
．
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

「
安
保
関
連
法
案
（
戦
争
法
案
）

慎
重
審
議
を
求
め
る
意
見
書
」
提
出

す
る
も
実
ら
ず

今
定
例
会
に
、
日
本
共
産
党
区
議
団
は
、

「
今
国
会
に
お
け
る
『
安
全
保
障
関
連
法
案
』

の
採
決
を
見
送
り
、
慎
重
な
審
議
の
継
続
を
求

め
る
意
見
書
（
案
）
」
を
提
案
し
ま
し
た
。

幹
事
長
会
で
取
扱
い
を
審
議
し
た
結
果
、
自

民
党
は
「
憲
法
９
条
違
反
で
は
な
い
」
、
公
明

党
は
「
戦
争
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
の
法
整
備
」

と
主
張
、
民
主
党
は
「
こ
の
案
に
は
若
干
の
り

き
れ
な
い
」
と
し
、
賛
成
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

維
新
の
党
は
「
文
面
を
何
回
も
読
ん
だ
。
事
実

に
基
づ
い
て
書
い
て
あ
る
」
と
賛
成
し
ま
し
た
。

中
央
区
議
会
は
、
全
会
派
一
致
で
な
け
れ
ば

意
見
書
は
本
会
議
に
提
出
し
な
い
ル
ー
ル
が
あ

る
の
で
、
こ
の
意
見
書
は
実
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

弾薬の補給
・・・・・・・
武器の輸送

「兵たんは戦闘と一体不可分」
と米海兵隊教科書

政府のいう「後方支援」＝弾薬や燃料の補給、武器や兵員などの輸送、壊れ
た戦車の修理などは、国際的には「兵たん」と呼ばれる活動のこと。攻撃のい
ちばんの目標とされるのは軍事の常識です。
自衛隊が「兵たん」をしている場所が戦場となるのです。

米軍教科書は「戦闘と一体不可分」と明記。「武力の行使と一体ではない後方
支援」などという政府のごまかしは世界では通用しません。海外での武力行使
を禁じた憲法をふみにじる「戦争法案」は廃案しかありません。
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